
ベトナムで注意したい固有リスクと
与信管理について



SOMPOグループは、世界中の海外拠点および提携パートナーを通して、日系企業の海外進出を支援します。

SOMPOグループの海外ネットワーク
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正式名称 ： United Insurance Company of Vietnam
設立年月日： 1997年11月1日
出資割合 ： バオミン48.450%

損保ジャパン48.444％, 
KB保険（韓国）3.106%

従業員数 ： 158名（2023年12月現在）
社長 ： 黒木 達也

Hanoi Head Office
9F Tung Shing Square,2 Ngo Quyen St.,
Hoan Kiem Dist.,Hanoi,Vietnam
Tel :024-3826-2686

Ho Chi Minh Branch
16F,Vincom Center,72Le Thanh Ton St.,
Dist1.,Ho Chi Minh City
Tel : 028-3821-9036

Da Nang Branch
Room 604A, Muong 
Thanh Luxury Song Han 
Hotel, 115  Nguyen Van 
Linh Street., Hai Chau 
District, Da 

Nang City
Tel : 0236-365-0939

ベトナム：United Insurance Company of Vietnam について

ハノイ・ダナン・ホーチミンの3拠点より、150名を超えるスタッフが、1000社を超える日系企業に保険サービスを提供中。
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・事業を取り巻くリスクは多岐に渡り、海外におけるリスクアセスメントにおいて、保険は有効な選択肢です。

・貴社の事業が抱えるリスクと、ベトナム固有の規制や慣習を把握いただき、適切に保険を活用いただくことを推奨してお
ります。

①原材料・製品・貨物への保険
②建物・機械設備、自動車への保険
③従業員の労災、怪我・病気への保険
④第三者への賠償のための保険（施設・生産物・環境汚染・サイ
バー・役員賠償等）
⑤建設・工事・改修時の保険

⑤利益の保険
⑥債権管理の保険

事業を取り巻くリスク
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法令で保険加入が義務付けられる強制保険や、規制・慣習の観点で保険を活用する場合が多いものは以下の通りです。

①強制保険

 火災・爆発保険
事業主に火災・爆発保険の加入が義務化されており、未加入の
場合最大VND100Milの過料や営業停止・営業許可剥奪の措置を
受ける可能性があります。＊外部倉庫保管の在庫も当該法令の
対象です。

 工事保険

工事施工時は保険加入が義務づけられております。

 自賠責保険

バイク・自動車は、自賠責保険への加入が義務付けられており

ます。

 環境汚染賠償責任保険

特定業種かつ一定規模の生産を行う事業者＊（別紙参照）は環

境汚染賠償責任保険のへの加入が義務化されております。

②規制・慣習

 付保規制

ベトナムのリスクは、日本の保険会社・代理店ではなく、ベト

ナムの保険会社で保険加入をする必要があります。UICは損保
ジャパングループの、ベトナムの保険会社です。

 労災保険

日本とは異なり、労災保険への加入は義務付けられておりません

が、労災事故発生時の企業の責任については法律で明記されて
おり、労災保険が多く利用されております。

 医療保険

ベトナムの健康保険制度の課題や、個人の所得の低さから、企業

が福利厚生の観点で従業員のために医療保険に加入するケースが
増えてきております。一方で、保険の利用が急激に増えており、
保険の設計には工夫が必要です。

ベトナムで注意したいリスクや規制等
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ベトナムは強制保険である火災・爆発保険に関する法令改正が頻繁に行われており、最新の情報を把握することが肝要です。

参考情報 火災・爆発保険

ポイント

・事業主は保険会社から発行される加入証明書を保管する必要があります。

・保険加入にあたり、消防局（PCCC)による安全検査議事録が必要です。

・保険料率は、例外のケースを除き、政府により決定されております。

＊例外のケース：１敷地内あたりの総資産金額がVND１,０００
Bil(約６０億円)を超える場合は、政府保険料率を参考に、契
約ごとに保険料率を決定可能（ただし最低料率あり）。

・直近では、２０２１年１２月および２０２３年９月に法令改正があり、
業種毎の保険料率が見直されたり（業種により料率が上昇）、安全検査
議事録に記載された改善事項を実践しなかった場合の保険補償金額の
削減が規定されました。

PCCC安全検査議事録加入証明書

政令改正のリリース
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バイクが主な通勤手段であるベトナムでは、全てのバイクは自賠責保険に加入する義務がありますが、十分普及していると
は言えません。従業員が自賠責保険に加入しているか確認することが大事です。

参考情報 自賠責保険
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適用基準を満たす特定業種の企業は、環境に起因した損害に対して賠償責任保険に加入することが義務づけられており、保
険未加入の場合は、保険の加入の強制と、最大VND500Milの過料という罰則があります。

参考情報 環境汚染賠償責任保険

（業種と適用基準）
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2019年にベトナムで

発生した火災事故

・工場で火災が発生し、大量の水銀と有毒ガスが漏れ、

工場から半径1.5KMの地域で環境汚染が発生。

・同社はこれに伴い発生した人的被害、物的損害、環境

復元費用の負担に加え、苦情対応費用を負担することと

なった。



企業が従業員のために医療保険に加入し福利厚生を充実させることで、人材の採用・定着・モチベーションアップに。

参考情報 医療保険

ベトナムの公的医療制度と医療保険の比較

疾病の場合

公的医療制度 民間の医療保険

利用可能病院 事前登録の公立病院１つのみ。
高度な医療を提供する国立・私
立病院も受診可能。

自己負担割合
登録病院の場合：２０％
上記以外の場合：７０％ 医師の診断に基づく治療・投与

薬によって発生する費用を保険
金としてお支払い（対象外の
ケースを除く）。

治療内容
政府認可内の標準治療のみ。
それ以外は実費負担。

投与薬
政府認可内の投与薬リストのみ。
それ以外は実費負担。
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問い合わせ窓口

ベトナム北部 UICハノイ
担当：辻 メール：Tsuji@uicvn.com 携帯：+84-93-450-3227
9th floor, Hanoi Tung Shing Square Building, No2 Ngo Quyen, Hoan Kiem District, Hanoi

ベトナム南部（フエ・ダナン以南）UICホーチミン
担当：久野 メール：Hisano@uicvn.com 携帯：+84-93-110-3196
16th floor, Vincom Center No.72 Le Thanh Ton, District 1, Ho Chi Minh City
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ベトナム景気動向と

効果的な与信リスクマネジメント

コファスジャパン信用保険会社

CGS-ジャパニーズソリューション

谷口智也



Agenda
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与信管理/リスクマネ
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コファスグループ
について



01. ベトナム経済動向



実質GDP成長率

(f): Forecast / Data are in calendar years. Source: Coface

Real GDP*

% y-o-y 2021 2022 2023 2024 (f) 2025 (f)

United States 5.9 2.1 2.5 2.4 1.7

Eurozone 5.6 3.4 0.6 1.0 1.3

Emerging Asia 7.3 4.1 5.2 4.8 4.6

ASEAN 3.2 5.6 4.1 4.7 4.8

Australia 5.5 3.9 2.0 1.2 2.2

China 8.1 3.0 5.2 4.7 4.3

Hong Kong 6.3 -3.5 3.2 3.0 2.5

Taiwan 6.5 2.5 1.3 3.9 2.6

Japan 2.1 1.0 1.9 0.2 1.3

South Korea 4.1 2.6 1.4 2.3 2.0

India 9.4 6.5 7.7 6.2 6.0

Indonesia 3.7 5.3 5.0 5.1 5.1

Thailand 1.5 2.6 1.9 2.7 2.9

Malaysia 3.1 8.7 3.7 4.7 4.5

Philippines 5.7 7.6 5.6 6.0 6.2

Singapore 9.7 3.8 1.1 2.6 2.1

Vietnam 2.6 8.0 5.0 6.1 6.3



ベトナム経済概要

実質GDP成長率への寄与
年間成長率（％）

輸出の伸び
USD, 3ヶ月移動平均、年間変化率（%）

ベトナムの消費者物価指数（前年比）

コアインフレ率とヘッドラインインフレ率



• 2023年の5%成長に続き、経済の勢いは加速している。GDPは第3四半期に前年同期比7.4%増となり、予想および
第2四半期の7.1%増を上回った。

• これは、堅調な外需に後押しされた製造業（11.4%増）と、貿易、観光、運輸に関連するサービス業（7.5%増）が牽
引した。9月に台風18号の被害を受けた農業は、過去4年間で最も低い成長率となった。

• 輸出は、サムスンの販売不振が原因で電話および部品の輸出が急激に減速したにもかかわらず、同期間中に前年同期比
15.7%増となった（第2四半期は12.2%増）。

• インフレの鈍化は6月に始まり、ここ数ヶ月で加速した。これは主に原油価格の下落によるもので、9月には2.5%と
なった（上半期は4.1%）。一方、コアインフレ率は緩やかな減速傾向が続いている。

• インフレ率の低下に伴い、ベトナム国家銀行（中央銀行）は、経済の減速を受けて昨年数回にわたって金利を引き下げ
たが、今後も緩和的な政策を維持するだろう。しかし、米連邦準備制度理事会（FRB）が金融緩和を開始したにもかか
わらず、ベトナムドンは米ドルに対する中央銀行の基準為替レートを上回る（より弱い）水準で推移しています。した
がって、今後数ヶ月間は追加の利下げは行われない見通しです。

• グエン・フー・チョン氏の死去を受け、ト・ラム氏が8月初旬にベトナム共産党の新書記長に就任しました。ベトナム
で最も重要な政治的役割を担う同氏は、今後、大きな政治的・外交的変化をもたらす可能性は低いと思われます。

VIETNAM -輸出が主な要因となり、堅調な成長を維持-



議論の余地なく、文句のつけようもない、D. TRUMP氏の勝利

米大統領選挙結果 下院

上院

D.トランプ氏と共和党の明確な勝利は、
大統領に明確な権限と、自身の政策を

実施するための体制が整った



短期的に期待できることは？

優先対応事項とみられるのは以下4点

• 税制方針: TCJA（2017年税制改革法）の延長、法人所得税の減税

• 移民問題: 国境管理の強化、移民の国外追放

• 貿易政策: 関税の引き上げ（中国に対して60%、その他諸国に対して一律10%）

• 規制緩和: エネルギー（掘削禁止措置の撤廃など）および金融緩和

 

（首尾一貫した）市場の反応は、企業寄りの政策を歓迎。
そして、公的債務とインフレの見通しが悪化
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米国財政の漂流

関税引き上げと歳出削減では、減税を賄うには不十分であり、減税を維持するために
公的債務は全期間にわたって（急速に）増加し続ける見通し
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今後のトランプ政権による世界経済へのインパクト

• 米国: 2025年には「ソフト」から「ノーランディング」シナリオ
に？ 長期的には金融リスクおよび／またはスタグフレーションリ
スクの高まり。

• 中国:米国の関税が大幅に引き上げられた場合、深刻な打撃を受
けるだろう。成長モデルの再調整が急務である。大規模な財政刺
激策に向かうのか？

 

• 欧州:非常に短期的には大きな変化はない（かなり落ち込んだ見通
し）が、中期的な回復（2026年以降）には新たな強力な逆風と
なる。ユーロ圏の一部の国は米国の利回りの急上昇に脆弱である。

• その他: 米ドル高と資本流出により、対外債務を抱える国の状況
は複雑化する。+ 国内市場における中国製品との競争激化

2025年の世界経済に関する予測に変更はないものの、雲行きが怪しくなってきた
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➔2026年以降の世界経済成長に（非常に）高い確率で
（非常に）悪影響を及ぼすものとみられる。



• 「アメリカ第一主義」から生じる主なリスクは貿易リスクと金融政策リスクである。

• トランプ氏は米国の貿易赤字を懸念しており、輸入品に10～20%の関税を課す方針で、中国製品には60%の

関税を特別に課す予定。

• 「誰が」、「どのように」して標的となるのか、不透明である。特定の製品や国に対する例外や交渉の余地は

あるのかも不透明である。

• 中国に対する追加関税は、米国以外の市場における中国製安価商品の競争力を高める可能性があるが、

ASEANは中国からの生産移転の恩恵を受け、米国市場における中国に対する競争優位性を享受できる可能性

がある

• ベトナムやタイなどの国々は、米国の貿易赤字の増加により、より厳しい監視を受ける可能性がある

• トランプ大統領の政策がインフレを招き、ドル高が進む場合、東南アジア諸国の中央銀行は、通貨の安定維持

と経済成長の促進というジレンマに直面する可能性がある

• トランプ氏の対中国に対する防衛アプローチは現実的かつ取引的になることが予想される。ミャンマーのよう

な地域における人道的問題への関心が低下する可能性がある。南シナ海に関する中国への批判的な姿勢は継続

すべきである。

• トランプ氏が国際的な公約よりも国内問題を優先する場合は、米国の東南アジアへの関与は減少する可能性が

ある。

トランプ大統領の再選は東南アジアにとって何を意味するのか？



02. 与信管理/リスクマネジメント手法のご紹介



コファスの総合与信管理サービス

予想不可能な

事業環境

セーフティネット
の構築

01
—

マーケットの
把握

•セクター & 国・
地域 の分析

02
—

取引先の
分析

•公的な情報
•データプロバイ
ダー

03
—

与信額の
設定

•取引条件

•取引額

•取引者数

04
—

取引先の
モニタリング

•債務不履行の通知

•与信枠の調整

05
—

利益の
保守

•債権回収

•損害補償

ACCESS
RISK

CONTROL
RISK

IDENTIFY
RISK

REVIEW
RISK

MANAGE
RISK

与信の入口から出口まで、販売先から調達先まで、どの国における取引でも
全てのリスクの可視化、評価体制を強化、最適化することが可能です



与信判断における参照情報

概要

› 今後12ヶ月以内に対象企業がデフォルトする確率を分析

› カントリーリスク、業種別リスクを踏まえ、コファス独自の情報

を使用して、対象企業を評価します

詳細

› 評点はコファス独自の、世界均一の企業評価基準

› 評点は以下の11段階です

› 評点の推移を確認することができます

DRA



企業評価の均一な判断基準軸として運用
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企業情報の基礎

法的データ

データ収集プログラム アルゴリズム

企業年鑑 登記 財務情報

ヒアリング

独自の
取引ネットワーク

セクターごとの
支払い状況

企業訪問
保険引受で
使用する評点

信用保険
クレーム情報

支払遅延
データ

不正防止
ネットワーク

コファスの取引信用保険の与
信審査に使用している情報網

毎年、50万件(平均)の不利益
情報を保険部門経由で取得

各国で100を超える有力信用
調査機関と提携

国、業種に関わらずすべての売掛先、調達先に対してコファスと同じ評価基準を利用可能



評価の基礎となるコファスのデータ

• グローバルなネットワーク

で195カ国の企業情報を

収集

• 75年以上の

取引信用保険業務の経験に

基づいたサービスをご提供

• お客様のより賢明な

与信判断を支援

› 情報ソース：

› 政府機関・公的機関情報

› コファスの取引信用保険関連データ

› 商取引上の支払い実績

› その他オープンデータ

› コファスの審査・財務分析アナリストによる

企業評価DRA（債務不履行確率のスコア）の

ご提供

› コファスのエコノミストによるマクロエコノ

ミック・インサイト

› コファスのデータ・サイエンティストによる

信用スコアの知見

› 企業の信用力の見える化

› 取引先のリスクの恒常的なモニタリング

› 新しい取引先の特定とビジネスの取り組み

› 取引先の財務健全性と支払歴の確認

50
情報収集・分析拠点

700
情報処理・分析スタッフ

10,000
1日あたりの与信判断



DRAスコアの定義 / 外部格付との対比① 

リスクカテゴリー1 低リスク 投資適格企業

評価 分類 内容 デフォルト率
S&P

マッピング

Fitch

マッピング

Moody`s

マッピング

10 非常に高い財務安定性
大規模で極めて安定した企業。安定性に懸念なく。デフォルトのリ

スクは皆無に近い。

0.00% - 

<0.05%

AAA/AA+/A

A

AAA/AA+/A

A

Aaa/Aa1/Aa

2

9 高い財務安定性

大から中規模、または高い財務安定性を有するグループの企業。

高水準の財務安定性を有する大企業または企業グループ。毀損は、

極端かつ不測の外部要因によってのみする可能性がある。

極端かつ不測の外部要因によってのみ許容される。デフォルトのリ

スクは非常に低い。

0.05% - 

<0.15%
AA- AA- Aa3

8 良好な財務安定性
財務は基本的に健全である。極端な要因に加え、エクスポージャー

は事業環境の影響を受けやすいが、債務不履行のリスクは低い。

0.15% - 

<0.40%
A+/A/A- A+/A/A- A1/A2/A3

7
安定的で、平均をやや

上回る財務安定性

大企業/企業グループについて財務実績と安定性は、平均をやや上

回っている。

中堅企業については平均的と考えられる。デフォルトのリスクは平

均よりやや低い。

0.40% - 

<0.70%
BBB+ BBB+ Baa1

6 平均的な財務安定性
財務の安定性は平均的。外部要因に対する感度を軽視できない。デ

フォルトのリスクは平均的。

0.70% - 

<1.30%
BBB/BBB- BBB/BBB- Baa2/Baa3

※外部格付との対比はすべての条件が合致するものではなく、弊社調べの参考情報となります。



DRAスコアの定義 / 外部格付との対比②

リスクカテゴリー2 リスクが許容可能な非投資適格企業

評価 分類 内容 デフォルト率
S&P

マッピング

Fitch

マッピング

Moody`s

マッピング

5 中リスク

財務パフォーマンス、何よりも安定性が明らかに平均以下。デフォルトの

リスクは考慮されなければならないが、短期債権であればほとんどの場合

許容できる。

1.30% - 

<2.00%
BB+ BB+ Ba1

4 増加リスク

いくつかの問題がある。それらが解決されない場合、債務履行能力が明ら

かに影響を受ける可能性がある。債務不履行のリスクは重大であるが、限

定的な短期債権であれば許容される可能性がある。

2.00% - 

<4.00%
BB/BB- BB/BB- Ba2/Ba3

リスクカテゴリー3 高リスクな非投資適格企業

評価 分類 内容 デフォルト率
S&P

マッピング

Fitch

マッピング

Moody`s

マッピング

3 高リスク 財務状況、信頼性に疑義がある。債務不履行のリスクが高い
4.00% - 

<10.00%
B+/B/B- B+/B/B- B1/B2/B3

2 非常に高いリスク
財務状況が非常に悪く、危機に瀕している。債務不履行の危険性

が非常に高い。

10.00% - 

<25.00%

CCC+/CCC/

CCC-

CCC+/CCC/

CCC-

Caa1/Caa2/

Caa3

1 極めて高いリスク 財務不安の明らかな兆候を示す。債務不履行のリスクが極めて高い。
25.00% - 

<100.00%
CC/C C Ca

0 デフォルト 100.00% D DDD/DD/D C

※外部格付との対比はすべての条件が合致するものではなく、弊社調べの参考情報となります。



実際の価格は対象国、オーダー数によって異なることがあります。

導入後

6つのリスク情報＋調査レポート

（1社あたり15,000円）

365日
モニタリング

企業審査プロセスへのURBA導入の効果 

例：販売先・調達先含めた海外取引先社数500社の企業／URBA with monitoring + Full report add on

調査レポート取得
（1社あたり20,000円*）

人(手作業）による審査
／稟議書作成

年に一度の定期チェックのみ

不足情報の追加収集
と確認作業

*一般的な調査レポートの参考価格例となります。

調査費用
1千万円

時間大
業務量
多大

与信管理業務が品質向上し、業務時間削減による業務効率化と、調査コストの削減が実現

導入前

調査費用

25%削減

審査管理

時間短縮
人的最適化

業務量削減



お客様（本社）によるリスクの洗い出しとモニタリングの流れ

DRA

Report

DRA

Report

DRA

monitoring

取引開始時
審査業務 モニタリング

日本国内
取引先

日本→海外
取引先

海外現地法人
取引先

DRA

DRA

Report

DRA

Report

DRA

monitoring

DRA

monitoring

日本国内
取引先

日本→海外
取引先

海外現地法人
取引先

販売先

調達先

国内
取引信用保険

輸出
取引信用保険

日本から組成
のサポート

DRA

DRA

取引開始時
審査業務 モニタリング

日本国内
取引先

日本→海外
取引先

海外現地法人
取引先

全拠点の販売先/調達先のDRAス
コアを取得し、債権残高とDRAス
コアの対比により、リスクが高い
先、濃い先を一元的に把握を行う

その上で信用保険の導入検討ある
いは保険対象拠点、バイヤー範囲
の拡大/整理を行った上で、効果
的な保険カバーをご提供。

DRA

monitoring

保険対象外
企業DRA

保険対象外
企業DRA

保険対象外先や調達先はDRAモニタリング
リスク量が多い・リスクが高い先には調査レポートも取得

DRA

DRA



03. コファスグループについて



業界で最も信頼される信用保険パートナーとなるために

取引信用保険の
リーディングカン
パニー

堅実な財務構造 長年の経験 安全な商取引の
世界的リーダー

広範な地理的
展開

1,812 M€ 
2022年の売上高

› 83% 信用保険

› 17% その他のサービス

1,962 M€(1)

の資本金

AA-
Fitch社 / A1 Moody’s社 / 

A  AM Best社からの

レーティング

64.9% のコンバインドレシオ

1946年から事業を開始

› コファスの歴史的なブランド
は市場での高い認知度

› マクロ・ミクロ経済の専門知識

B2Bの信用取引で6,250億€
にのぼる債権をカバー

100ヵ国に50,000社の顧客 2

200ヵ国を超えるリスクを
カバー

~4,538人の従業員と
74の国籍

340名の与信業務と情報分
析担当

100カ国以上のサービス展
開

信用保険業界で最も広範囲
な国際展開

1 報告済み総株式資本 (IFRS-国際会計基準)

2 コファスの提供するサービスにおいて少なくとも一つ以上有効な契約を持つ企業すべてを含む

コファスの概要



APACにおけるコファス

• アジアパシフィックに初めて参

入した民間取引信用保険会社

売上1億4,230万ユーロ、

920億ユーロの

エクスポージャー（2022年度）

• 14 カ国 

• 約 2,000の取引信用保険の契約

• 約 450名の従業員

C H I N A

I N D I A

J A P A N *

S O U T H
K O R E A

T A I W A N
R O C *

H O N G
K O N G
S A R *

T H E  P H I L I P P I N E S

A U S T R A L I A *
N E W
Z E A L A N D *

V I E T N A M

T H A I L A N D

M A L A Y S I A

S I N G A P O R E *

I N D O N E S I A

*Branch offices in APAC



• 2005年：ジャパンデスクの設置

• シンガポールにジャパンデスクを設置し、日本を除くアジア・オセアニア域をカバー

• 8年間で約200件超の契約を締結

• 2013年：アジアのジャパンデスクを統合

• アジアでの主要4か国（中国、香港、シンガポール、タイ）に

• 日本人及び日本語を話せるナショナルスタッフを配置し、日本を中心としたチームを編成

• 2014年：ジャパニーズ・ソリューションズの創設

• CGSプロジェクトの始動を機に、2014年、そのストラクチャーを踏襲し、
CGS-Japanese Solutionとして全世界にサービスを拡大

 

• 2024年3月現在

• アジアでの主要4か国（中国、香港、シンガポール、タイ）とフランス、アメリカに
日本人及び日本語を話せるナショナルスタッフを配置し、日本を中心とした1２名のチーム編成

• 約500件超の日系キーアカウントのお客様の契約をサポート

コファスの対日系企業様向け取り組み



COFACEの与信管理機能

3 カ所の
バックオフィスセンター

50 カ所の情報センター
250万 
の情報プロダク
ツが年間処理さ
れる。  
99.7%の取引信
用保険のエクス
ポージャーが
DRAに基づいて
判断

53 

のリスクデータの
収集、加工及び分
析に特化した拠点

独自のグローバル インフラ

1億5千万社  
へのオンライン
アクセスツール:  
COFANET

40万社 
(平均)
の信用調査
レポートを
毎月データ
更新の為に
取得

50万件 
(平均)
の不利益情
報の通知が
毎年 保険部
門経由で取
得



リスクを軽減する為のグローバルな専門性

€625Bn 

の売掛債権を
カバー

10,000 
件の1日の
リスク判断

150Mn 

の企業データベース

400+
債権回収及びクレーム
スペシャリスト

700+
アンダーライターと
クレジットアナリスト



主要産業毎リスク評価- 世界地域別（2024年10月時点）



カントリーリスク評価- 2024年10月時点
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